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地域再生計画

１．地域再生計画の名称

時津町「自然と町並が調和のとれた住みたい町」再生計画

２．地域再生計画の作成主体の名称

長崎県西彼杵郡時津町

３．地域再生計画の区域

長崎県西彼杵郡時津町の全域

４．地域再生計画の目標

、 、 ，時津町は 長崎県の中央部に広がる波静かな大村湾南部の湾奥に位置し 人口２９

１７３人（平成１７年４月１日現在 、面積２０．６平方キロメートルで、古くから海）

路の長崎街道として発展し、現在も県都長崎市と県北の佐世保市及び本町と県央諫早

市を結ぶ２本の国道が位置し、また長崎空港への海の玄関口として交通の要衝となっ

ており、中小企業の町として発展している。

一方、長崎市の隣接町としての利便性の高さから道路整備、区画整理、公有水面埋

立等により多くの住宅や工業団地の開発が進み、また生活様式の変化も加わって、生

活雑排水等による生活環境への影響も増加し、本来生息していたホタルの激減や閉鎖

性水域である大村湾最奥部に位置する時津港の水質も環境基準に適さないようになっ

た。

このため、昭和５９年から公共用水質の保全と生活環境整備のため、公共下水道事

業に着手し、平成１５年３月末には普及率９０％にまでに達したが、公共下水道区域

以外にも、なお未整備住家等が点在し、水道水源の水質にも悪影響を及ぼしているこ

とから、平成１６年度からは浄化槽の市町村設置型事業に取り組んでいる。

今後引き続き、道路整備事業、区画整理、公有水面埋立等の事業と公共下水道並び

に浄化槽設置事業の相互間の調和を保つことにより、住民に対し居住性、利便性の高

い空間を提供すると共に、汚水処理普及率１００％を目指、清流を取り戻すことによ

って、ホタルの生域を再び取り戻すと共に、大村湾の水質浄化に寄与し、美しい自然

と調和のとれた生活基盤の確立と環境改善を図ることにより 「自然と町並が調和のと、

れた住みたい町」をつくり、住民の定住増加を図ることを目指す。

（目標１）定住住民人口を２９，７００人から３０，７００人に増加

（目標２）汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人口普及率を平成１７年３月末９２％

から９５％に向上）
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５．目標を達成するために行う事業

（５－１） 全体の概要

昭和５９年度に下水道法に定める事業計画の認可を取得し、１８４ （ 人）ha 10,300
、 。を計画とする汚水処理施設の整備に着手し 平成３年３月に一部供用を開始している

その後整備の進捗に伴い平成４年、１１年、１４年と計画面積を拡大して事業計画

、 、 （ ） （ ）の変更認可を受け 現在 全体計画５７１ 人 のうち５３７ 人ha 36,200 ha 32,200
（今回の再生計画分全てを含む）について事業認可を受けており、平成３０年度末の

全体計画完了を目指している。

また、平成１０年度からは 「時津町ホタルの里づくり会」を母体としてホタルの育、

、 。 、成を促すための事業を実施し この支援として町独自にて補助を行っている 加えて

平成１６年度には浄化槽整備事業（市町村設置型）に着手し、公共下水道事業計画区

域外を事業区域として、年間２５基程度を整備し、平成２４年度の完了を目指してい

る。

さらに平成９年度には、町内の集落を直接結ぶ道路改良事業や工業、住宅団地斡旋

用地としての公有水面埋立事業（外郭団体主体との協力事業）や平成１６年度からの

第２区画整理事業により住民が安心して定住できる空間の整備を図っている。

（５－２） 法第４章の特別の措置を適用して行う事業

①汚水処理施設整備交付金を活用する事業

［事業主体］

・長崎県時津町

［施設の種類］

・公共下水道、浄化槽（市町村設置型）

［事業区域］

・公共下水道 時津町事業認可区域内 日並、左底地区の一部

・浄化槽 時津町公共下水道事業計画区域以外の全ての地区

［事業期間］

・公共下水道 平成１７年度～２１年度

・浄化槽（市町村設置型） 平成１７年度～２１年度

［整備量］

・公共下水道 φ１５０～２００ ２，２００ｍ

・浄化槽（市町村設置型） ７人槽 １６５ 基

Ｈ１７：２５基 、Ｈ１８：３５基 、Ｈ１９：３５基

Ｈ２０：３５基 、Ｈ２１：３５基

なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。

公共下水道 日並、左底地区の一部で １７７ 人

浄化槽 時津町公共下水道事業計画区域以外の全ての地区で ６９８ 人
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［事業費］

・公共下水道 １６５，０００ 千円

（うち、単独 ５２，５００ 千円 ）

（うち、国費 ５６，２５０ 千円 ）

・浄化槽（市町村設置型） １７９，１５１ 千円

（うち、国費 ５９，７１７ 千円 ）

合計 ３４４，１５１ 千円

（うち、単独 ５２，５００ 千円 ）

（うち、国費 １１５，９６７ 千円 ）

（５－３） その他の事業

５－３－１ 時津町ホタルの里づくり事業（町単独）

・ホタルの生息調査、幼虫飼育放流、生息箇所の清掃等

・平成１０年度～ 事業費： １２５千円／年

５－３－２ 町道日並左底線道路整備事業（実施中）

・日並、左底地区を直接結び生活圏の利便性及び土地有効性の確保

５－３－３ 時津町第１０工区埋立造成事業（実施中）

・埋立面積 約３２．８ （内住宅用地 、工業・商業用地 ）ha 4.5ha 22.9ha
５－３－４ 時津中央第２土地区画整理事業（実施中）

・都市基盤整備、市街地環境改善による公共福祉の増進（ ）20.3ha

６．計画期間

平成１７年度～２１年度

７．目標の達成状況に係る評価に関する事項

計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を調査、評価し、公表する。また、

必要に応じて事業内容の見直しを図るために、施設の整備状況、運営状況等について

評価・検討を行う。

なお、整備された汚水処理施設については、水質検査、維持管理等が適切に行われ

ていることについて、施設管理者と異なる第三者が行った水質検査等を町において把

握し、必要に応じて使用者に対して適切な措置をとるよう指導する。

８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項

汚水処理施設整備計画については、最新のデ－タに基づいて設置計画を再検討した

ものであり、既存の「長崎県汚水処理構想 （県構想）に掲載された計画と異なる計画」

としたため、現在見直しが行われている県構想に反映することとする。


